
459 日本医史学雑誌第45巻第3号（1999）

先
生
は
東
北
大
学
医
学
部
第
三
内
科
教
室
教
授
と
し
て
多
く
の
業
績
を
あ
げ
ら
れ
、
ま
た
医
学
部
付
属
病
院
長
と
し
て
手
腕
を
発
揮
さ
れ
、

さ
ら
に
は
日
本
学
術
会
議
第
七
部
長
と
し
て
医
の
倫
理
確
立
の
た
め
に
努
力
を
傾
注
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
医
史
学
会
に
お
い
て
は
、
長
い
間
理
事
を
つ
と
め
ら
れ
、
名
誉
会
員
に
推
戴
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
の
医
学
史
に
対
す
る
興
味
は
、
恐
ら
く
先
生
が
若
い
頃
可
愛
が
ら
れ
た
初
代
第
三
内
科
教
授
山
川
章
太
郎
の
影
響
が
あ
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

本
会
名
誉
会
員
、
東
北
大
学
々

心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。蕊

山
形
敞
一
先
生
追
悼

東
北
大
学
名
誉
教
授
山
形
敞
一
先
生
に
は
、
平
成
十
年
九
月
十
四
日
胄
癌
の
た
め
に
八
十
五
歳
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

石
井
厚
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首
で
あ
る
。

ら
、

る
。

先
生
は
ま
た
二
高
時
代
か
ら
の
ボ
ー
ト
マ
ン
で
も
あ
っ
た
。
昭
和
九
年
十
二
月
、
二
高
端
艇
部
員
ら
十
名
が
松
島
湾
で
遭
難
し
た
が
、
そ

の
中
に
は
筆
者
の
縁
戚
に
当
た
る
石
井
吾
朗
ら
三
名
の
医
学
部
学
生
が
含
ま
れ
て
い
た
。
山
形
先
生
は
端
艇
部
先
輩
と
し
て
遭
難
の
当
日
に

も
応
援
に
か
け
つ
け
、
助
言
や
激
励
を
さ
れ
た
と
聞
く
。
ま
た
石
井
吾
朗
追
悼
録
に
も
心
こ
も
る
一
文
を
寄
せ
て
頂
い
た
。

い
ま
、
山
形
先
生
へ
の
追
悼
文
を
認
め
る
に
当
た
っ
て
、
そ
の
奇
し
き
縁
を
思
う
。

心
か
ら
先
生
の
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。
（
白
石
今
野
病
院
）

し
て
お
ら
れ
る
。

先
生
は
医
学
部
学
生
当
時
か
ら
ア
ラ
ラ
ギ
に
入
会
さ
れ
、
艮
陵
短
歌
会
の
有
力
な
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
幾
つ
か
の
歌
集
も
出
版

屍
体
臭
の
こ
も
れ
る
解
剖
室
を
出
で
て

芝
生
に
寝
転
び
秋
空
に
見
入
る

こ
れ
は
医
学
生
の
悲
哀
と
題
し
て
医
学
部
短
歌
会
誌
「
艮
陵
」
に
発
表
さ
れ
た
歌
で
あ
る
が
、
若
い
医
学
徒
時
代
の
先
生
を
思
わ
せ
る
一

こ
れ
ら
の
研
究
に
当
っ
て
新
資
料
の
発
掘
に
多
大
の
努
力
を
傾
け
て
お
ら
れ
、
そ
の
模
様
は
論
文
の
中
に
随
所
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い


